
※職員はマスク着用、室内の換気・消毒を徹底して行っております。

徳風園では利用者様とそのご家族の安心、安全の為に「転倒・事故防止対策委員

会」を設けています。日々の暮らしの中で職員一同、利用者様が快適で安全な生

活を送れるように注意を払っていますが、思いもよらない事が原因で、転倒や怪我

などの事故が起こってしまう事があります。このような事故発生時には、事故報告

書を早急に作成し、月に一回、看護師や介護職員など各分野の委員会所属職員

が事故の原因の検証、そして同じような事故を二度と起こさない為の対策の検討

を行っています。この委員会で検討された対策を職員間で共有していくことによっ
て、介助のやり方や、適切な声掛けの仕方などを心掛け、再発を未然に防止する
ことに努めています。 

 また、委員会所属職員が先月起きた事故を踏まえ、今月の目標を作成し、朝出

勤してきた職員がそれを読みあげる「一声運動」を行い、職員の意識向上に尽力し

ています。 
 

今年度から身体拘束廃止委員会は虐待防止・安全衛生委員会と名称を改め、虐待

全般に視点をあてて活動していきたいと思います。全ての利用者様の人権が尊重され、
人としての尊厳を保ちながら安心して穏やかに過ごせて、虐待などが起きることのないよう、

月に一度の話し合いを重ねています。当園では施設内で「5つの具体的な取り組み」といっ

た行動方針を立て、職員全体がそれを遵守し業務に臨んでいます。 

 「5つの具体的な取り組み」とは 

1、全職種、全職員でコール対応 

２、利用者様に対しては「○○さん」と呼ぶ。ちゃん付けやあだ名呼びはしない 

３、忙しい中であっても職員個々が意識を持って、言葉遣い・伝え方（態度、雰囲気を含め

て）に気を付ける 

４、朝食の当番二人の役割分担の明確化 

５、夕食時のコール対応は決められた職員が対応 

となっており、高齢者・障がい者施設での悲惨な事件が横行する昨今、徳風園では引き続

き利用者様の安心安全のために努めてまいります。 

 
今年も、徳風園夏祭りが８月４日に行われました。 

コロナ感染予防のため室内での開催でしたが、熱気は変わらず。

さかな釣りや射的で大当たりを当てた方は、素敵なおやつの引換

券をもらい、後日、大きなシュークリームを楽しみました。 



　　　
　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　
　　　　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

今年はオリンピックが行われ、小山町も開催地となり、暑い夏を迎えま

した。しかし、コロナウィルス感染拡大のため、マスクをしての応援です。

マスクをしていると熱がこもり、熱中症になりやすくなるので、水分補給

はこまめに！目まいや立ちくらみ、頭痛や吐き気などが見られたら危険

な状態です。子どもや高齢者のいる家庭では特に注意しましょう。 

七夕まつりでは、皆さんで短冊に願いを書いて吹き流しや網飾りと

一緒に竹に飾り、お話を聞いて雰囲気を楽しみました。 


